
未来の農業のカタチ、
諏訪地域でもできるソーラーシェアリング
2024年11月27日（土）
＠ゆいわーく茅野
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自己紹介
self-introduction

帶川 恵輔
Obikawa Keisuke

出身地 茅野市米沢

職業 電力小売需給管理マネージャー・兼業米農家・発電事業者

家業 林業（薪の生産）・農業（米）・富士見町の花き農家の孫

年齢 ２８歳

農業歴 ２０年以上

経営耕地面積 １.２ha

農業の問題意識 小学生のころから米づくりを手伝って育つ。米づくりをずっ
と続けていきたいと思っていたところ、将来のことを聞いて
みたところ「農業は儲からないからやめておけ」と言われ、
米づくりを続けられなくなるのは時間の問題なのか…と諦め
かけていたときもある。
それが、ソーラーシェアリングと出会い、米づくりを続けて
いけるようにするために発電事業に取り組み始めた。
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米づくりを取り巻く課題
Issues Surrounding Agriculture

茅野市の耕地面積内訳

田

67%
樹園地

1%

畑

32%

経営耕地面積

水田が

最大



茅野市の米づくりについて
Issues Surrounding Agriculture

ソーラーシェアリング話題に入る前に

茅野市の米づくりの状況を整理



米づくりを取り巻く課題
Issues Surrounding Agriculture

27,544 

17,318 

13,542 
11,029 11,165 

0.5ha未満 3.0ha未満 10ha未満 50ha未満 50ha以上

作付け規模別米の生産コスト（/60kg）

農産物生産費統計（2023年）

0.6ha 1.8ha 8.0ha

茅野市平均
全国平均

採算ライン

経営耕地面積の特徴

自給的農家が多い

耕地面積が小さい

茅野市の特徴

赤字



米づくりを取り巻く課題
Issues Surrounding Agriculture

コメ農家の９５％は赤字

23%

0.5ha未満

61%

3.0ha未満

11%

10ha未満

4%

50ha未満

1%

50ha以上

農家数

経営耕地面積



米づくりを取り巻く課題

Q.なぜ赤字なのに続けているのか？

Issues Surrounding Agriculture

費用
売上

赤字



米づくりを取り巻く課題
Issues Surrounding Agriculture

売上高

174.4 

その他（固定費）

56.0 
その他（固定費）

46.8 

その他（変動費）

50.3 その他（変動費）

50.3 

農機具費

36.9 

労働費

72.2 

0

50

100

150

200

250

売上 費用 見た目の費用

万

売上高 その他（固定費） その他（変動費） 農機具費 労働費

A．見た目は黒字だから。

赤字ということに気づいていない。



米づくりを取り巻く課題
Issues Surrounding Agriculture

Q.いつ米づくりをやめる？

A.機械を買い替えるタイミング

～３００万円 １５０万円 ５００万円～



茅野市の農業を取り巻く状況
Issues Surrounding Agriculture

0 80 160

080160

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

茅野市における5歳階級別農業従事者数（2015年）
資料：国勢調査

男性 女性

高齢化率

６７％
→機械の更新ができない。



米づくりを取り巻く状況
Issues Surrounding Agriculture

2,023 

2,024 

1,870 
1,781 

1,707 

1,514 
1,424 

1,144 

981 
936 

874 

この半世紀で

半減

茅野市の水田の面積



農家の退職金
Issues Surrounding Agriculture

宅地・商業地化



農家の退職金
Issues Surrounding Agriculture

都市化の進展（農地の減少）



農家の退職金
Issues Surrounding Agriculture

体力の衰えや機械の更新を機に

土地を売って農業を辞めることが正解に

→農業従事者の減少や農地が減少し、食料生産の基盤が揺らぐ

この課題へのアプローチが必要
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section

03
ソーラーシェアリングとは？
What is solar sharing?



ソーラーシェアリングとは？
What is solar sharing?

農地の上に太陽光パネルを設置し、

農業と発電を両立させる仕組み



農地転用許可制度について
About the farmland conversion permission system

point

一般に農地転用が認められない場所がある

→ソーラーシェアリングなら利用可能

農林水産省HP https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukei/totiriyo/nouchi_tenyo.html



ソーラーシェアリングの類型
Types of solar sharing

発電者

営農者
土地
所有者

ステークホルダー
発電者 営農者 土地所有者

パターン１ 〇

パターン２ 〇 〇

パターン３ 〇 〇

パターン４ 〇 〇

パターン５ 〇

パターン６ 〇 〇 〇



メリットと課題
Benefits and challenges

メリット 課題

営農への影響
日陰が必要な作物の場合は
むしろ設置がプラスの効果あり

作業性が悪化する可能性あり

事務的な面
行政手続きの手間が増える
３年に一度必要な「農地転用許可申請」「収

量報告」、条例対応等

経営面
減価償却が終われば
大幅に利益が増える

初期コストが大きい
適切に営農を行わないと撤去の危険あり



ソーラーシェアリングの関係先
Related parties

発電事業者

地元住民

経済産業省 都道府県 市町村

金融機関

地主営農者

電力会社

農地法再エネ特措法

電気事業法

条例

資金調達

説明会実施賃貸借契約賃貸借契約

電力需給契約



ソーラーシェアリングの導入ステップ
Steps to introducing solar sharing

初期検討 計画策定 各種申請 工事 事業開始

農
業
に
関
す
る

手
続
き

営農者
営農体制づくり
栽培品目の選定
周囲の理解を得る

現状確認
営農計画策定
資金調達の目途たてる

現地確認
排水や高低差等、

必要な営農環境を工事
業者と共有

営農開始、継続

農地転用
許可権者

農地の一時転用相談
（農業委員会等）

農地の一時転用許可申
請（農業委員会）

農地の一時転用許可 年次報告

発
電
に
関
す
る

手
続
き

経済産業省
電力会社

・電力会社への事前相談
事業計画認定申請
接続契約等の申し込み

事業計画認定通知
工事負担金の支払い

使用前自己確認の実施

発電設備
施工業者

・信頼できる業者探し

・土地利用状況、境界確
認等

・営農に支障のない太陽
光を設計依頼
・見積取得

周辺農地へ影響がない
ことを確認
工事契約
工事実施

工事完了

地
元

対
応

住民・集落
自治体

事前相談 周知、説明会の実施等 工事の告知
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section

04
実践事例
Examples



導入設備の概要
Facility Overview

１基目 ２基目 ３基目

運転開始日 2020年5月 2022年2月 2024年4月

発電出力（kW） 11.0 17.0 49.5

お米の売上 20万円 9万円 60万円

排出削減量 10.6t 13.0t 46.1t



事例紹介
Issues Surrounding Agriculture

売上高

174.4 

その他（固定費）

56.0 
その他（固定費）

46.8 

その他（変動費）

50.3 その他（変動費）

50.3 

農機具費

36.9 

労働費

72.2 

0

50

100

150

200

250

売上 費用 見た目の費用

万

売上高 その他（固定費） その他（変動費） 農機具費 労働費

A．ほんとは赤字なのに、みた目は黒字だから



経済効果
Economic Effects

お米売上

電気売上

1基目 2基目 3基目

３２０万円

９０万円

お米だけをつくっていたときよりも売上が４倍以上に



事例紹介
Issues Surrounding Agriculture

売上高

474.4 

その他（固定費）

206.0 

その他（変動費）

50.3 

農機具費 36.9 

労働費 92.2 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

売上 費用

万

売上高 その他（固定費） その他（変動費） 農機具費 労働費

A．売電を組み合わせることで経営を継続可に



作物への影響
Impact on crops

パネル下部 パネルなし

618kg/10a

収穫量の基準値

508kg/10a

基準値比１８％減
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section

05
再エネと農業の未来
Renewable Energy and the Future of Agriculture



米づくりの今後
The future of rice cultivation

なぜ、令和の時代に米不足に？！



米づくりの今後
The future of rice cultivation

２０２３年産米作付面積のうち
高温影響を受けた割合

全国 北日本 東日本 西日本

白未熟粒米 ５割 ５割 ５割 ４割

粒の充実不足 １割 １割 ２割 ２割

虫害の発生 １割 １割 １割 １割

生育不良 １割 ― １割 １割

胴割れ粒の発生 １割 １割 １割 １割

登熟不良 １割 ― ― １割

高温により米の品質低下が頻発する可能性大

出典：農業協同組合新聞 https://www.jacom.or.jp/nousei/news/2021/07/210726-52901.php



米づくりの今後
The future of rice cultivation

お米の生産性は、全国的に減少
ただし、八ヶ岳西麓は米づくりに適した気候になるため、むしろポジティブ

反収マップ

出典：農業協同組合新聞 https://www.jacom.or.jp/nousei/news/2021/07/210726-52901.php



米づくりの今後
The future of rice cultivation

白未熟粒米の発生率も全国的に増加する予測
→精米歩留まりの低下

白未熟粒発生率マップ

出典：農業協同組合新聞 https://www.jacom.or.jp/nousei/news/2021/07/210726-52901.php



米づくりの今後
The future of rice cultivation

今後３０年間で日本の人口は

３,０００万人
減少する



電力需要見通し、一転して増加予測
The future of rice cultivation

今後１０年間で日本の電力需要は

３.１１後はじめて
増加する見通しに

32年度24年度17年度

最新
推計

過去の出力需要と2024年度以降の予測

２３年度
推計



発電所は減少していく
The future of rice cultivation

日本の電力需要は増えるのに

発電所は減少する
見通しに

出所：資源エネルギー庁「今後の原子力政策について」（令和4年2月24日）より抜粋



電源構成の見通し
The future of rice cultivation

さらなる
再エネ導入目標実績

（2022年度）

目標
（2030年度）

資源エネルギー庁の資料より

再エネ 原子力 火力

２１.７％

５.５％

７２.８％

４１％

２０～２２％

３６～３８％



再エネと農業の未来
The future of rice cultivation

農業 電気

需要
↓

米需要は減少
↑

今後１０年は増加

供給
↓

全国的に減
※ただし、八ヶ岳西麓は適地になる

↑
再エネの供給増

参入条件
△

それぞれの減少スピードの
バランスによる

〇
参入したほうがよい



再エネ普及の意義
The significance of promoting renewable energy

環境への貢献

地域経済効果
災害時への

エネルギー供給



再エネ普及の意義
The significance of promoting renewable energy

環境への貢献

地域経済効果
災害時への

エネルギー供給



環境への貢献
Contribution to the environment

稲作
43%

牛のげっぷ
27%

家畜の糞尿
8%

廃棄物
15%

エネルギー
7%

日本のメタン排出量

2,840万ｔ
（２０２０年度）
（CO２換算）

稲作が

最大の
排出源 水田

1ha

天然広葉樹林
13.6ha

メタン排出

１２トン

これを、森が吸収するには…



環境への貢献
Contribution to the environment

エネルギー

転換部門
4.3

産業部門
2.8

業務部門
0.6

運輸部門
2

家庭部門
0.5

工業プロセス部門
0.5

その他
0.3

日本のCO2排出量

11.1億トン
（２０１９年度）

国内最大の
排出源は

発電所

79 43
123

38 26 19 13 11

864

695 476

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

電源別のライフサイクルCO2排出量の比較
出典：一般社団法人電力中央研究所

設備・運用

燃料燃焼
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再エネ普及の意義
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地域経済効果
Regional economic impact

農業算出額

３０億円 １４０億円
エネルギー支出



地域経済効果
Regional economic impact

農業生産額

３０億円
減少

エネルギー支出

電力生産額

１０億円



再エネ普及の意義
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再エネ普及の意義
The significance of promoting renewable energy
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災害時のエネルギー供給
Energy supply during disasters

太平洋側の

大規模発電所が被災

→被災すると長期で停止

計画停電

３．１１のときの関東地方

東京エリア

東
日
本
大
震
災



災害時のエネルギー供給
Energy supply during disasters

中部エリア

南海トラフ地震？

長野県の電気は

ほぼ太平洋沿岸頼み。

→被災すると長期で停止



災害時のエネルギー供給
Energy supply during disasters

田んぼで電気を使えるので

炊出したスマホ充電なども可



再エネ普及の意義
The significance of promoting renewable energy

環境への貢献

地域経済効果
災害時への

エネルギー供給
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最後に



農家の退職金
Issues Surrounding Agriculture

体力の衰えや、機械の更新を機に土地を売って

農業を辞めることが正解に

→農業従事者の減少や農地が減少し、食料生産の基盤が揺らぐ



ソーラーシェアリングの効果
Issues Surrounding Agriculture

売上高

その他（固定費）

その他（変動費）

農機具費

労働費

0

100

200

300

400

500

売上 費用

万

売上高 その他（固定費） その他（変動費） 農機具費 労働費

売上高

その他（固定費）
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ソーラーシェアリングの意義
Issues Surrounding Agriculture

発電と農業を両立することで、経営を安定化して

農業を続けることが正解に



八ヶ岳西麓を支えた「穀桑式農業」
Today’s Summary

原村

茅野市

富士見町

諏訪湖

米づくり

養蚕



八ヶ岳西麓を支える？！「【現代版】穀桑式農業」
Today’s Summary

米づくり

発電



本日はありがとうございました。
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